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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第2回院内研修　7/3（火）、7/4（水）17:30～18:30　会場：4階メモリアルホール

　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　講師：佐藤AOM

・看護グループ内研修　6月28日（木）　17:15～17:45　 会場：メンタル3階　会議室

勉強会内容：「救急対応」について　講師：西村SGM

救急対応は、月1回行う為、昨年参加した方も年に1回は出席すること。

・職員旅行（一泊旅行）について

　日程： 3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・納涼会について

　八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場
三沢納涼会　8/7（火）18:00～20:00　場所：あおぞらクリニック駐車場及びテラス

参加費については、法人行事積立金より徴収。小学生:500円（現金徴収）未就学児:無料。

当日不参加の方は6/25～7/6までの間に各部署の担当委員に不参加届けを提出すること。

・作業療法士実習について
　7/2～8/24まで東北メディカル学院作業療法学科4年　上田晃が実習予定。担当ケースは板橋雅勝様を予定。

・6/27（火）西病棟にて松川順子様ケア会議実施

・7/4（水）千葉学院看護学生の研修予定
・8月、LASMI、転倒転落リスク、その他疾患別の評価を実施しアップデート
＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に薬の空包をスタッフと確認すると、今朝までのものが全て揃っている。表情良くプログラムへ参加し、積極的に意見を述べたリ、質問に適切に返答している。引き続き、生活状況・精神症状の観察をしていく。
・大下　伸治　様～表情にこやかに来所、仕事について状況確認している。導線を切る仕事をしており、「最初は手や肩が痛かったけど、今は慣れました。静かに作業している事が多くて、賑やかな人が2～3人位います。就労先のスタッフも気を遣ってくれて、働きやすいです。」とのこと。出来高制で自身のペースで仕事ができる事が良く、仕事時間は3時間だが、慣れてきたら時間を増やすことも考えていると話している。無理のないように仕事へ取り組むように伝え、悩みなどあれば相談して欲しい事を伝えている。
・佐羽内　裕亮様～表情しかめている事が多く、「具合が悪いので休んできます。」と話している為、具体的な症状を確認、嘔気と胸やけがあると答えており、静養室で休んでいる。昼食前に静養室を退室し、昼食を食べている。引き続き様子観察していく。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨夜姉様へ架電「行くから待ってて」と繰り返し話しており、帰宅要求もある為、注意が必要であるとのこと。本日は表情良く過ごしており、帰宅要求等なく経過している。引き続き様子観察を行っていく。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘時に転びそうになり「痛っ」と声をあげ、移動する時も歩行が不安定となっている。デイナイトケアでは昨日の痛みについては「両膝か痛かった。青風荘の玄関の手前3メートル辺りから急に痛くなったと話している。現在は湿布を貼り、痛みは和らいでいると話しており、無理しないよう伝えている。引き続き歩行時の状態に注意をしていく。
・千葉　輝夫　様～来所時に、他利用者様（岩城敏夫様）のリュックサックを「これ私のだか？」とスタッフに聞いており、他者の物であることを伝えるが、少し時間が経つと再び上記と同様の行為を繰り返しており、都度説明をしている。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～以前痛みを訴えていた膝や腰について尋ねると、腰の痛みはないが、同じ体勢での仕事が多く「腰に疲労感がある」「時々膝が痛むこともある」と答えている。6/28（木）の診察時に、腰の治癒状況を確認し、問題なければ当日が最後の診察になると話しており、現状は問題なく生活で来ているとのこと。引き続き、無理せず体調を見ながら仕事を行っていくよう促すと頷いている。その後本人から限度額適用認定証について相談があり「H30年7月末の期限なんだけど更新した方が良いかな？」と話しており、今後入院の予定がない、また外来での医療費が高額でなければ、今回は更新せず必要な時に更新することを助言すると、「じゃあ更新しなくてもいいかな。有効期限が書いてあるから更新しなきゃいけないのかと思って。教えてくれてありがとう」と笑顔で話している。
＜7月プログラムのポイントと8月プログラム内容の発表＞
・疾病教室（再発）

7月：「統合失調症の基礎知識」を行う予定であり、板書内容はテキストの字に下線が轢かれている為、参考に。また知っている利用者も多い為、参加者に確認しながら進めるように。
8月：統合失調症と薬物療法について、症状や認知機能と合わせて説明していく予定。
・禁煙プログラム
7月：喫煙の及ぼす害について、アンケートを実施し、希望のあった内容について8月以降に反映させる予定。
8月：アンケート結果によって内容を決めていく予定。」

・発達障害
7月：対象者が一人である為、本人の希望があった際に実施。テキストや本人に合わせて行うように。
8月：実施状況に合わせて、プログラムの作成等行っていく。
・栄養指導
7月：「食事・運動ガイド」を用いる。スタッフルームに資料を置いているので、用意してプログラムを行うように。
8月：夏の水分補給について、夏バテ防止の食事等
・社会適応（DNC）
7月：暑中お見舞いの書き方等

8月：残暑お見舞いの書き方等
・パソコン教室、グループワーク

7月、8月：プログラムの流れに変更はなし。グループワークでは、参加者から課題が出ない場合は、テキストに記載している代案を活用するように。
・日常生活動作
7月：夏の食事、食料の保存法、夏バテについて
8月：熱中症、下駄箱等の掃除、夏の対策について
・疾病教室（気分障害）
双極性障害の概要について、対象者が少ない為、個別での実施。
・社会資源（DC）
8月：セルフヘルプグループやピアサポーターについて
・マナー・一般常識
8月:格安スマホについて
・疾病教室（AL）
7月：自立支援医療の概要や申請の手続き

8月：障害者総合支援法の改正について
・社会資源（DNC）
7月：障害基礎年金2級受給者の一部が受給できなくなる？自立支援医療の概要
8月：精神障碍者保健福祉手帳の概要、改正障害者総合支援法等
ストレス緩和
7月：ストレスとは何か、3つのRについて等。再発グループは3週目以降、就労と合同で行う為、事前のアナウンス等に注意が必要。
8月：ストレスによって引き起こされる病気について等
思い出語り
7月：七夕、ラジオ、海の日、スイカの日について。天気によっては畑を見ながら、プランターの発育状況次第で、プランターを見ながら思い出を語ってもらう。担当者の方で、実物や写真等を用意。
8月：祭りについて、夏に関する思い出等。
